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県立学校の臨時休業期間と学校再開について（通知） 

 

 ５月１４日に、政府から島根県を含む３９県を緊急事態宣言の対象地域から解除すること

が発表されました。知事から、学校現場が混乱しないよう配慮した上で、休業期間を短縮し、

できるだけ早く学校を再開するよう要請を受け、５月３１日までとしていた臨時休業期間を

下記のとおり短縮することを決定いたしました。 

各学校においては、引き続き新型コロナウイルス感染症対策を万全に行った上で、学びの

環境づくりを進め、段階的な学校再開が円滑に行われるよう配意願います。 

 

記 

 

１． 臨時休業期間について 

   臨時休業期間を５月２４日（日）までとし、５月２５日（月）に全ての県立学校を再開

する。 

   なお、学校再開に向けたガイドラインを別途通知する。 

 

２． 臨時休業期間中における登校日の設定について 

   ５月１８日（月）から５月２４日（日）までの臨時休業期間中における登校日の設定

については、次のとおりとする。 

① 松江市内以外の県立学校 

    予定どおり、５月１８日（月）以降の期間で教科指導を中心とした計画的登校日を

設定し、実施すること。実施にあたっては、次のことに留意すること。 

   ・分散登校を基本とすること。 

・令和２年５月５日付け島教指第２０１号「県内一斉臨時休業期間の延長に伴う教科

指導を中心とした計画的登校日の設定について（通知）」及び令和２年５月７日付け

「県立高等学校における教科指導を中心とした計画的登校日の設定について」の内

容に基づき、適切に登校日を設定すること。 

・登校日の扱いについては、令和２年５月１３日付け文部科学省事務連絡「新型コロナ

ウイルス感染症に対応した小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における教

育活動の再開等に関するＱ＆Ａの送付について（５月１３日時点）」の問６２に示さ

れた内容に関わらず、「授業日数」には含まないこととする。 

・本人や家族の健康や感染に不安のある児童生徒等の保護者から学校を休ませたいと

の申し出があった場合は、電話等による児童生徒等の健康観察やメール配信、郵送等

による新たな課題の指示など適切に対応すること。 

② 松江市内の県立学校 

教科指導を中心とした計画的登校日の設定はしないこととするが、児童生徒等の健

康観察や学校再開に向けた指示等の時間を確保することを目的に、学年毎の分散登校



等による登校日を設定してよいこととする。登校日の設定にあたっては、児童生徒等

の指導は必要最小限の内容に絞り、できるだけ短い時間で終えるよう計画すること。 

※松江市内の県立学校 

松江北高校、松江南高校、松江東高校、松江工業高校（全日制・定時制）、松江商業高校、 

松江農林高校、宍道高校、盲学校、松江ろう学校、松江養護学校（安来分教室を除く）、 

松江清心養護学校、松江緑が丘養護学校 

 

３． 学校再開日以降の児童生徒等の登校の在り方について 

① 松江市内以外の県立学校 

５月１８日（月）から行う教科指導を中心とした計画的登校日の実施状況を踏まえた

上で、分散登校に加え、「三つの密」が重ならないよう配慮した一斉登校を可能な限り

計画し、試行的に実施すること。その際に、一斉登校を行う上での課題の洗い出しを行

い、その課題を解決するための「学校生活におけるルールづくり」などの対策を検討

し、学校内で定着を図るよう努めること。 

② 松江市内の県立学校 

分散登校を計画し、実施すること。ただし、６月１日（月）以降については、松江市

内以外の県立学校における一斉登校の試行状況等を勘案しながら、５月２７日（水）を

目途にその方針を決定し、通知する。 

 

４． 自宅に帰省又は自宅で待機している県外出身の寄宿舎生への対応について 

・自宅に帰省又は自宅で待機している県外出身の寄宿舎生については、学校再開に向け

て、寄宿舎又は寄宿舎以外の宿泊施設において１４日間の健康観察を行いながら、各

学校の教員の指導のもと学習活動等を行わせること。なお、５月２５日（月）の学校再

開日以降については、それまでの健康観察期間における当該寄宿舎生の健康状況を十

分に把握し、学習機会の確保と健康観察の継続の両立を図ること。 

・学校再開日以降、健康観察を行うために学校に登校できない寄宿舎生については、出

欠は「出席停止」とはせず、寄宿舎又は寄宿舎以外の宿泊施設で学習活動等を適切に行

わせた上で、「出席」の扱いとすること。 

 

５． 部活動について 

・臨時休業期間中は、計画的登校日も含めて部活動は全面禁止とする。 

・学校再開日以降については、生徒の学習の遅れを取り戻すことや、感染防止対策を継

続しつつ生徒の学習環境を整えることが重要であり、段階的に学校教育活動を再開す

る期間であることを十分に考慮の上、（別紙）に定める範囲で部活動を行うことを可能

とする。 

 

 

 （担当） 

学校企画課企画人事スタッフ 

教育指導課学力育成スタッフ 

特別支援教育課指導スタッフ 

保健体育課学校体育グループ 



（別紙） 

教育活動の再開に伴う部活動の実施及び学校外における部活動の実施について 

保健体育課・社会教育課 

 

 学校再開後の部活動の実施については、感染拡大防止の観点から新型コロナウイルス感染症対策専門家

会議が示した３つの密（密閉空間、密集場所、密接場面）を避けること、及び身体的距離の確保が重要で

あるという考え方をもとに、当面の間、下記により対応いただきますようお願いします。 

なお、この間の部活動については、新型コロナウイルス感染防止のため、限られた条件の中で実施する

ことになることから、スポーツや文化、科学等の楽しさや喜びを味わうこと、生徒が部活動を通して豊か

な学校生活を送れること、仲間や指導者との人間関係の形成や心身の健康の保持増進を図り、生徒の生き

る力を育成することといった観点を重視した活動となるようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 部活動実施上の留意事項 

（１）部活動への参加にあたっては、生徒・保護者の意思を尊重すること。また、健康観察を徹底し、体 

調の優れない生徒は参加を見合わせ、自宅で休養するよう指導すること。 

（２）活動場所の窓やドアを広く開け、換気をこまめに行うこと。 

（３）複数人が使用する器具等は、定期的に消毒すること。器具等を直接消毒することが困難な場合は、 

使用前後の生徒自身の手洗いや消毒を徹底すること。 

（４）できる限りマスクの着用を推奨するが、熱中症予防や運動強度等を考慮すること。 

（５）活動時間は１時間程度とし、登校日以外（土日・休日等）は原則として行わないこと。 

（６）身体接触のある練習は避けること。 

（７）対人および複数で行う練習は２ｍ程度の距離をとること。また、順番待ちの整列、集合・ミーティ 

ング等においても同等の間隔を取ること。 

（８）ゲーム形式の練習は原則として行わないこと。ただし、ゲームを想定した動きを部分的に練習する 

内容や、２ｍ程度の身体的距離が常時確保できる種目に関してはこの限りではない。 

（９）大きなかけ声や対面による発声等は避けること。 

（10）活動場所が狭く密集した状態が起こる場合は、時間をずらして同時に活動する人数を減らすなどの 

工夫をすること。 

（11）部室等の利用については短時間の利用としたり、一度に大勢が使用しないなど３つの密を避けるた 

めの工夫をすること。 

（12）校地外での活動、校外の運動施設及び文化施設等の利用は、原則として行わない。 

（13）臨時休業中において運動不足となっている生徒もいると考えられるため、十分な準備運動を行うと 

ともに、当面の間、身体に過度な負担のかかる活動を避けるなど、生徒の怪我防止には十分留意する 

こと。 

（14）その他、文部科学省が示す「新型コロナウイルス感染症に対応した小学校、中学校、高等学校及び 

特別支援学校等における教育活動の再開等に関するＱ＆Ａ（令和２年５月１３日時点）」を参考にして 

適切に実施すること。 

   また、分散登校中において部活動を実施する場合は、同Ｑ＆Ａ問７９も参考にされたい。 

 

２ 学校外における部活動実施について 

  令和２年４月３０日付け島教企第２２２号「県立学校の教育活動の再開に向けての対応について（通 

知）」で通知していますが、合同練習や合宿等の実施、公式試合を含む対外試合やコンクール等への参加 

については、当面の間は行わないこととします。 

なお、今後の専門家会議等による新型コロナウイルス感染拡大に関する見解や、県内の感染状況を踏 

まえ、解除について検討します。 


